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概 要 版
Ⅰ 計画策定の体制と実施期間

1 　若穂まちづくり策定委員会
　　（地域振興部会、福祉教育文化部会、道路交通部会）
　〇綿内未来会議　　（地域振興部会、福祉教育文化部会、道路交通部会）
　〇川田未来会議　　（地域振興部会、福祉教育文化部会、道路交通部会）
　〇保科未来会議　　（地域振興部会、福祉教育文化部会、道路交通部会）

2　期間　　　　平成 29 年からおよそ 10 年間

Ⅱ まちづくり計画の基本目標

1 　まちづくりの目標（目指す若穂の姿）
　　「住んでみたい、住んで良かった、品格のあるまち若穂」
　（1）目標達成のための指針
　　①「若穂はひとつ」の意識を持とう。
　　　地域全体がひとつとなって共通課題に取組み、「若穂の発展に寄与する」という発想を持って行動しよう。
　　②読んでみよう、参加してみよう。
　　　若穂の過去・現在・未来をより知るために、発信情報に目を通し、実施事業への参加を常に心掛けよう。
　　③「品格のあるまち若穂」を創ろう。
　　　品性のある言動を保ち、品格の感じられるまちにしていこう。
　　　〇明るい挨拶、きさくな声掛け（笑顔あふれる安心なまち）
　　　〇自分のゴミは自分で始末（清潔で美しいまち）
　　　〇交通ルール・マナーの遵守（交通事故の無い安全なまち）
　　　〇公共的な場所での喫煙厳禁（健康寿命の長い活動的なまち）

2　目指す姿　　　 　　
　（1）地域振興
　　①自然災害に強い、安心・安全なまち
　　②四季折々の自然の中で、活気あふれる住みよいまち
　　　災害のない安心・安全なまちは、地域の活性化を図るためには最も重要な課題です。

若穂地区は自然が豊かな地域に、りんご、もも、ぶどうをはじめとする農産物の栽培が盛んで、四季の恵みの豊
かな場所です。地域の財産を活用して、活気あふれる住みよいまちを創ることが求められています。

　（2）福祉教育文化
　　①子どもと高齢者がいきいきと遊び学べるスポーツと歴史文化のまち
　　②住民がみんなで創るいきいき福祉のまち

若穂地区は、一世帯を構成する人数が長野市で多い地域です。祖父母と共に比較的大家族で生活しており、お年
寄りの知恵が子どもを育む大きな力となっています。また子どもたちの野球、バレーボール、ソフトボール、卓球、
バトミントン、サッカー、柔道、剣道など子どもたちのスポーツ活動が盛んで青少年の健全育成のための施設と人
材がそろっています。
さらには歴史的文化的財産も残されており、蓮台寺、清水寺、川田宿などを生かしたまちづくりが求められてい
ます。

　（3）道路交通
　　①通勤通学に利用しやすい公共交通のまち
　　②生活しやすい道路網の整備されたまち

若穂地区は通勤・通学をはじめ経済・文化面においても長野市や須坂市の中心部と密接につながっており、その
交通手段がきわめて重要な要素となっています。幹線道路の整備をはじめとして生活道路（居住地区内で幅員 5ｍ
以上）の整備は、喫緊の課題です。中でも通過交通が多い国道 403 号や、落合橋の通勤時間帯における渋滞は深刻で、
若穂から若い世代が流出する一因ともなっています。
また通学、通院、買い物の交通手段となっているバス路線は、若穂地区として末永く維持存続させることが求め
られています。

Ⅲ 実行計画 各地区まちづくり計画実行委員会は、綿内計画実行委員会、
川田まちづくり実行委員会、保科まちづくり実行委員会を言う

1 　地域振興　若穂全体推進事業
事業名 事業概要 主な担当者 主な協力者 実施年度

1 綿内・川田駅の敷地・駅
舎・電車（川田駅）等有
効活用

⑴より良い活用方法を長野市に提案し早期実現を目指
す。

自治協
まちづくり部会

区長会
各地区まちづくり計画実
行委員会

H29～

2 若穂道の駅誘致 ⑴国県市及び JAに陳情
⑵地場産品及びジビエ食品の提供
⑶防災拠点・災害時避難場所の機能併設
⑷スマートインターに併せて建設

若穂スマートインターチェンジ
建設期成同盟会

自治協
　区長会
各地区まちづくり計画実
行委員会

　川田土地改良区

H28～

3 有害鳥獣対策事業とジビ
エ振興

⑴有害鳥獣対策の推進
　（電気柵防護柵設置等・狩猟免許取得支援）
⑵ジビエの振興（ジビエ料理の開発・普及）

自治協
まちづくり部会
有害鳥獣対策協議会

区長会
地域発きらめき事業若穂
地区実行委員会

　JAグリーン長野

H26～

4 公共路線バス等の維持・
利用拡大

⑴ 3路線および乗合タクシーの維持と利用拡大
⑵利便性の高い公共交通の提言
　(パークアンドライド駐車場の整備 )

自治協 区長会 H28～

5 人口減少対策 ⑴空き家バンク推進事業
⑵婚活支援と結婚相談所開設

自治協
区長会
まちづくり部会

福祉保健部会
　更北地区住民自治協議会

H29～

6 遊休・荒廃農地の利用 ⑴地域おこし協力隊員や農業委員との連携による農地
の利用と農産物のブランド化

自治協
区長会
まちづくり部会

農業委員会
　土地改良区
　JAグリーン長野

H29～

7 千曲川堤防改修 ⑴完成堤防化
⑵浸透対策

千曲川堤防改修促進期成同盟会 自治協
　区長会
各地区まちづくり計画実
行委員会

H28～

2 　福祉教育文化　若穂全体推進事業　　
事業名 事業概要 主な担当者 主な協力者 実施年度

1 旧町村歌による地域
おこし

⑴地区に残る歌を掘り起しCD化して地域祭り等に活
用・保存・伝承する
（若穂音頭、綿内音頭、綿内小唄、保科甚句、保科の
夕暮れ、川田青年会の唄等）

自治協
　まちづくり部会
　地域公民館部会

区長会 H29～

2 伝統食や伝統行事の
伝承・普及

⑴食文化の大会開催
⑵伝統行事の集いの開催

自治協
　まちづくり部会
　食生活改善推進協議会

地域公民館部会
福祉保健部会

H29～

3 歴史・文化財等の保
存・充実

⑴小学校余裕教室を利用して整備展示する
⑵歴史ガイドの育成・組織作り
⑶史跡マップ作製
⑷ホタルマップの作製

自治協
　まちづくり部会

各地区まちづくり計画実行委員会
PTA
若穂郷土史研究会

H29～

4 子育てのしやすいま
ちづくり事業

⑴子育て支援の充実
⑵小学校や児童館との連携事業

自治協
　子育て青少年部会
若穂コミニュティスクール
運営委員会

児童館
育成会
PTA

H29 ～

5 ウォーキングコース
等設定（整備）

⑴オリンピック記念桜並木コースを保科温泉まで延伸
⑵太郎山・天王山トレッキングコース、古城山遊歩道、
奇妙山トレッキングコースの整備

⑶名所旧跡巡りコースマップと共にモデルコースを作る

自治協
　まちづくり部会

地区区長会
各地区まちづくり計画実行委員会
太郎山トレッキングコース愛護会

H29～

3 　道路交通　若穂全体推進事業
事業名 事業概要 主な担当者 主な協力者 実施年度

1 国道 403 号改良 ⑴綿内地区内改良
⑵関崎橋東詰交差点改良

国道 403 号線改良促進期成同
盟会（綿内）
国道 403 号線道路拡幅改良期
成同盟会（町川田）

自治協
　区長会
　まちづくり部会

H29～

2 若穂スマートインター
建設

⑴直轄調査対象として採択のため国へ陳情
⑵地権者に理解をいただく努力
⑶国県市等への陳情

若穂スマートインターチェンジ
建設期成同盟会

自治協
　区長会
　まちづくり部会
川田土地改良区

H28～

3 主要地方道長野菅平線
整備促進

⑴山間部の通年通行の実現
⑵歩行者の安全対策
⑶県市、警察への陳情

長野菅平線保科菅平間道路改良
促進委員会
保科区長会
川田区長会

自治協
　区長会
　まちづくり部会
　安協若穂支部

H29～

4 落合橋 4車線化
主要地方道長野菅平線
落合橋南詰交差点改良

⑴県市等への陳情
⑵地権者との折衝補助

落合橋架替建設期成同盟会
牛島区落合橋南詰交差点改良建
設促進委員会

自治協
　区長会
　まちづくり部会

H29～

5 千曲川新道建設促進
（旧屋代線跡地）

⑴建設促進
⑵利用法提案

自治協
区長会

まちづくり部会 H27～

6 千曲川堤防道路の建設 ⑴屋島橋～関崎橋間の堤防道路は、完成堤防化と同時に全幅員
7mで整備し、市道として認定を行う（県道部分を除く）

⑵若穂地区千曲川堤防改修促進期成同盟会総会開催時に、堤防
道路整備についても要望活動を行う

千曲川堤防改修促進期成同盟会 自治協
　区長会
　まちづくり部会

H29～
H28.8 市長へ
堤防道路整備
の要望書提出



ごあいさつ
若穂地区は、自然が豊かで土地も肥沃、近年大きな災害に見舞われることも殆どなく住みやすい地
域と言えますが、若者を中心とした都市部への人口流出に伴う少子・高齢化、人口減少、また生活店
舗の不足や遊休荒廃農地の増加傾向が続いています。
若穂地区住民自治協議会では、これらの課題解決のため様々な活動を進めてきたが、対処療法的な
事業になりがちで期待したような効果が得られておりません。
そこで平成 26 年度、おおよそ 10 年先に目指す若穂の姿を設定した体系的な「若穂まちづくり計画」
を、地域をあげて策定することを決定しました。計画づくりを進めるにあたっては、まず綿内・川田・
保科の三地区にそれぞれ「地区未来会議」を設置し、①地域振興、②福祉教育文化、③道路交通につ
いて地域住民の意見を上げまとめていただきました。そしてそれを全体の場である「若穂まちづくり
策定委員会」に持ち寄り検討を重ね積み上げてまいりました。
「子どもたちに若穂への愛着を深めてもらうためには…」、「若者に若穂に住み続けてもらうために
は…」、「若穂への移住者・来訪者を増やしていくためには…」。これら住民の若穂に対する深い思い
が込められた計画ですが、市・県・国等の支援・援助が無ければ到底実現できないものが多々ありま
す。しかしながら、お金をかけずに私たちの「決意と行動力」だけで実現できる計画もあり住民の共
通意識の高まりが期待されます。今後、計画の実行機関を発足させ、自助・共助を十分機能させると
ともに、公助の力もいただきながら実現への努力を図っていけることを願います。
終りに本計画策定に携わっていただいた全ての皆さんのご努力に感謝申し上げますと共に、何年か
先、目標である「住んでみたい、住んで良かった、品格のあるまち若穂」実現の溢れる達成感が、住
民一人ひとりの心に満ち満ちることを祈念いたします。

若穂地区住民自治協議会

会　長 綿　内　剛　美

ごあいさつ
人口の減少、少子高齢化等の問題は、若穂地区においても大変重要な問題であります。
山積する課題を解決するため、それぞれの地区の各部会の皆様のご尽力を頂き、「若穂まちづくり
策定委員会」において 9回にわたる会議を重ね、実行計画を若穂全体で推進する事業と各地区で推進
する事業に分け策定いたしました。
計画は実行を伴って初めて効果があります。行政に要請する他、住民自身が汗を流し、計画を実現
していかなければなりません。子どもや孫たちに若穂に再び戻って住んでみたいと思ってもらえる、
そんな若穂にみんなの力で築いて行くことを願い、関係した皆様に感謝と御礼を申し上げます。

若穂まちづくり策定委員会

委員長 長　田　　　健

〈地域おこし〉
　地域の歌のCD化で活用・保存・伝承
　（若穂音頭・綿内音頭・保科甚句・川田青年会の唄　等）

〈若穂地区〉
❶ 国道 403号道路改良
　 ㋑ 関崎橋東詰交差点改良
　 ㋺ 綿内地区内改良
❷ ㋑ 千曲川堤防道路整備（屋島～関崎橋）
　 ㋺ 千曲川完成堤防化・浸透対策
❸ 婚活支援・結婚相談所開設（支所内）
❹ 千曲川新道（旧屋代線跡地）
❺ ウォーキングコースの設定（整備）
　 ㋑ 太郎山・天王山トレッキングコース（綿内）
　 ㋺ 古城山遊歩道（川田）
　 ㋩ 奇妙山トレッキングコース（保科）
❻ 有害鳥獣対策事業とジビエ料理開発
　 ㋑ 電気柵防護柵設置（綿内～保科の山際）
　 ㋺ ジビエ料理の開発・普及

〈川田地区〉
❼ 若穂スマートインターチェンジ・道の駅　新設
❽ 落合橋４車線化
❾ 旧川田駅跡地利用（多目的広場・電車の利用）
10 川田宿の見学者の駐車場整備
11 桜並木公園の整備

〈保科地区〉
12 長野・菅平線の通年通行
13 ウォーキングコースの延伸
　（川田地区の保科川右岸～保科温泉）

〈綿内地区〉
14 綿内バイパス建設の促進
15 旧綿内駅・駅舎跡地の利用（多目的会館の建設）
16 天王山参道（遊歩道）の桜の植栽
17 郷土博物館（綿内小内）に開設
18 綿内清水・山新田斜地（農産物のブランド化）
19 棉花栽培の拡大

若穂まちづくり計画


